
胆振東部地震からの復旧状況
（令和４年9月1日）

国土交通省 北海道開発局 室蘭開発建設部
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【農業】 直轄災害復旧事業の概要

○北海道胆振東部地震（平成30年9月6日03時07分 深さ37km M6.7 震度７）により、事業実施中の２地区と事業
完了地区の１地区のダムや用水路等の農業水利施設で被災し、３地区の直轄災害復旧事業を実施

恵庭岳

地区名 地区概要 災害事業

勇払東部

ゆうふつとうぶ

実施地区（H13～）

関係町：厚真町､むかわ町

目的：用水・排水改良

受益：3,224ha

作物：水稲､畑作物､野菜

事業費：約478億円

工 期：H30～R5

対 象：厚真ダム

用水路28.3km

頭首工、機場

新鵡川

しんむかわ

実施地区（H26～）

関係町：むかわ町

目的：用水・排水改良

面積：3,316ha

作物：水稲､畑作物､野菜

事業費：約41億円

工 期：H30～R2

対 象：用水路 9.6km

排水路 0.1km

地区名 地区概要 災害事業

早来

はやきた

完了地区（S60～H13）

関係町：安平町

目的：用水改良､畑かん

面積：1,120ha

作物：水稲､畑作物､野菜等

事業費：約29億円

工 期：H30～R4

対 象：瑞穂ダム

樽前山

風不死岳

追分6+

6+

6+ 松風

×
震央

７

鹿沼

6+
京町

6-

早来

厚真ダム

穂別ダム

厚幌ダム

瑞穂ダム
早来地区
(安平町)

新鵡川地区
(むかわ町)

勇払東部地区
(厚真町)

穂別

5+

5+

6+

5+
平取町本町

千歳市北栄

新千歳空港
若草

苫小牧市末広町

5+

5+ 恵庭市京町

5- 支笏湖温泉

5- 漁川
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国 営 勇 払 東 部 土 地 改 良 事 業（用水路）

事業名 直轄災害復旧事業

地区名 勇払東部地区

関係町 勇払郡 厚真町

対象施設
厚真ダム、頭首工 2箇所
揚水機場 1箇所、
用水路 12条 28.3km

事業費 約 478億円

予定工期 H30～R5

○ 勇払東部地区では、ダムや用水路などの
用水施設が被災し、直轄災害復旧事業を実施

厚幌導水路：管の離脱

厚真ダムの被災

【農業】 直轄災害復旧事業「勇払東部地区」の概要（厚真町）
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【農業】 厚真ダムの被災概要

○ 厚真ダムは、周辺斜面が崩壊し、土砂が洪水吐や貯水池等に流入し、洪水吐、取水放流施設等が被災

管理橋橋台
亀裂

堤体観測工
浸透水量観測室消失

取水放流施設
操作室損壊

網場施設
損傷係船設備

損傷

堤 体
リップラップ移動

洪水吐
傾倒・損壊

右岸法面の
崩落

左岸法面の
崩落

取水放流施設の操作室損壊（H30.9.18）14



【農業】 厚真ダムの復旧スケジュール（予定）

厚真ダム復旧スケジュール

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

復旧
工種

試験湛水
/供用

供用

応急工事
放流機能

確保

洪水吐 洪水吐 洪水吐

取水施設

左岸法面 左岸法面
左岸・右岸

法面
左岸・右岸

法面
左岸・右岸

法面

土砂撤去 土砂撤去

周辺整備 周辺整備

○ 令和４年度（令和５年３月）まで復旧工事を行い、令和５年４月より試験湛水を行う予定

○ 令和５年度の試験湛水は、満水後、一定期間の水位保持を行った後に、供用可能となる予定
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○ 管理橋、堤体の部分的な再盛立は工事完了。洪水吐、取水施設、法面の復旧工事を実施しており、主要な
工事を令和４年度に完了する予定。

【農業】 厚真ダムの復旧工事状況

洪水吐 復旧工事

管理橋 復旧完了

取水施設 復旧工事

堤体部分盛立完了

右岸法面 復旧工事

R4.８.２厚真ダム復旧工事の状況

左岸法面 復旧工事
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【農業】 厚真ダム 洪水吐の被災状況

洪水吐復旧断面図

右岸側壁の傾倒 左岸側壁の欠損

FLOW

FLOW

被災前の洪水吐

○ 左岸法面の土砂等の崩落の衝撃により、洪水吐の側壁の傾倒や損壊などの被害

右岸側壁左岸側壁
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【農業】 厚真ダム 洪水吐の復旧状況

○ 令和３年４月下旬からコンクリート打設を開始し、令和４年10月までに復旧工事が完了する予定

R4.7.29 洪水吐の復旧状況

R2.12.24 被災した洪水吐側壁の撤去状況

R3.3.19 被災した洪水吐を撤去した状況（現況ケーソン基礎） 18



【農業】 厚真ダム 管理橋の復旧状況

R3.11.12 管理橋橋台コンクリート打設後の状況R3.5.26 管理橋橋台撤去状況

○ 令和３年８月から９月にかけてコンクリートを打設。令和４年５月に主桁を設置、６月に舗装や防護柵を施工して
復旧工事が完了。

R4.5.11 主桁設置の状況 R4.6.28 復旧工事完了 19



【農業】 厚真ダム 法面の復旧状況

○ 崩落したダム左右岸法面は、崩落土砂を除去し、法勾配に応じて「法枠工」と「植生工」により法面を保護。令和
５年度に復旧工事を完了予定。

R2.8.25 崩落土砂の除去状況

Ｒ２年８月

R3.6.22 法枠工、植生工の施工状況

Ｒ３年６月

「左岸」法面保護工の整備状況 「右岸」法面保護工の整備状況

Ｒ３年４月

R3.4.14 崩落土砂の除去状況

R4.7.29 法枠工、植生工、排水ドレーンの施工状況

Ｒ４年７月
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管の離脱

【農業】 厚幌導水路の被災状況

○ 厚幌導水路は、震度７の地震動により、管の離脱、地盤の沈下、法面の崩落などの被害

○ 管内は、管の破断やクラックなど被災しており、離脱箇所等から地下水や土砂等が流入

管の離脱箇所からの地下水等の流入管の破断 管の離脱・土砂等の流入

地盤沈下、管の離脱によるほ場被害 周辺地山の法面崩落

厚幌導水路
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【農業】 厚幌導水路・豊川分水路（ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ）の被災状況

○ ボックスカルバート区間の用水路については、躯体の移動・沈下、基礎杭の折損・傾斜、基礎コンクリートの断裂などの
被害

分水工とボックスカルバートの接続部の沈下・横ずれ

折損

折損

折損

伸縮継手の接続部で33cmのずれ（R3.6.3）、被災直後は22cm 基礎杭の折損・傾倒（杭長7～16ｍ）

ボックスカルバート基礎コンクリートの断裂（11ｃｍ）

ボックスカルバートのコンクリート基礎杭の折損
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【農業】 厚幌導水路・豊川分水路（ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ）の復旧状況

○ 令和３年９月から既設杭の撤去を開始し、令和４年７月までに基礎杭の打設、ボックスカルバートの敷設、埋め戻しを
行い復旧工事を完了

Ｒ3.9.21 既設杭の撤去状況 Ｒ3.11.9 杭の打設状況

Ｒ4.2.22 ボックスカルバートの敷設状況 Ｒ4.4.7 ボックスカルバートの埋戻状況

撤去した既設杭の一部
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○ 厚幌導水路は、被災した管の敷設替え等の復旧工事を実施しており、令和４年７月までに本体工事を完了。

令和３年度工事の施工状況

【農業】 厚幌導水路の復旧状況
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【農業】 勇払東部地区（厚真町）のかんがい用水の確保

勇払東部地区 供用予定

取水施設
かんがい

面積
Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

厚幌導水路 2,011 ha － 701 ha 1,310 ha

美里頭首工 572 ha － － 572 ha

９区揚水機他 260 ha 260 ha － －

計 2,843 ha 260 ha 701 ha 1,882 ha

累計 － 260 ha 961 ha 2,843 ha

勇払東部地区 用水施設復旧スケジュール

取水施設 H30
H3１
／R1

R２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

厚幌導水路
暫定
用水

2.8km 4.3km 8.0km
周辺
整備

－

支線水路
暫定
用水

1.4km 2.6km 5.5km 3.7km
周辺
整備

頭首工など － －
護岸
等

－ － －

美里頭首工

※ 暫定用水の確保により、令和元年度から営農再開

施工

施工

○ 用水施設の復旧を終えた区域から、順次、用水供用を開始。令和５年度４月までに全区域で用水供用の予定
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【農業】 勇払東部地区（厚真町）の暫定用水の確保

○ 仮設水路、仮設ポンプ、仮廻し水路などの仮設的な施設の対応等により、暫定用水を確保し令和元年から営農
を開始

○ 被災施設復旧までの暫定用水の確保に際しては、旧施設（廃止予定施設）を利用するとともに、仮設的な施設
の設置により対応

対応内容 関係施設 数量 備考

旧取水施設の活用

頭首工 ２箇所 厚真川

取水施設 ２４箇所 支流河川

揚水機 １箇所

用水路 １条 ２．５km 応急復旧による対応

Ｒ４年度
仮設対応

揚水機 ３８箇所

仮設ポンプを設置
Ｒ４の箇所数増は、春
先の営農用水確保対応
（Ｒ３：８箇所）

取水施設 ２箇所 仮設取水施設を設置

用水路 ３条 ０．１km

暫定的な用水対応の概要（R4.5時点概数）
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【農業】 勇払東部地区（厚真町）の暫定用水の確保

〇 令和４年４月は本地域の降水量が10mm（直近30年平均68.5mm）と観測史上最少を記録。受益地の一部で暫定用水
の取水源となる河川流量が少なく、代掻き、田植えに必要なかんがい用水が不足

〇 このため、ポンプ等を追加し春先のかんがい用水を確保。用水施設の早期復旧が望まれているところ。

Ｒ４年４月記録的少降雨に伴う営農用水確保の事例（軽舞川）

暫定用水の取水源である軽舞川の渇水状況

軽舞川と下流河川の合流地点にポンプ３台設置 既設頭首工へかんがい用水を注水し既設用水路へ供給

ホースとポンプで不足するかんがい用水を上流へ供給

一度へ水槽へ注水しポンプ
でさらに上流へ供給

下流

上流

上流

下流
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【農業】 厚真町（勇払東部地区）の営農（被災後４年目）

幌内地区：稲刈り作業（R3.9.29） 東和地区：直播による田植え作業（R4.5.11）

富里地区：GPS自動操舵による田植え作業（R4.5.11）

作況指数

令和元年 令和２年 令和３年

胆振 １０５ やや良 １０７ 良 １１０ 良

北海道 １０５ やや良 １０５ やや良 １０８ 良

全国 １０１ 平年並 １０１ 平年並 １０１ 平年並

○ 被災後４年目の令和４年も厚幌導水路の部分的な供用と暫定的な用水の確保により、営農を継続

東和地区：稲刈り作業（R3.9.15） 28



【農業】 （参考）安平町とむかわ町の被災施設の対応

○ 安平町の瑞穂ダムは復旧工事を終え、令和４年４月に試験湛水を終了。引き続き、堤体の安全性を確認

○ むかわ町の被災した用排水路は、令和２年度に復旧を完了

安平町（早来地区） むかわ町（新鵡川地区）

地区名 直轄災害復旧事業 早来地区

関係市町村 勇払郡 安平町

予定工期 平成30年度～令和４年度

事業費 約 29億円

被災状況 瑞穂ダム（堤頂部の損傷、貯水池内土砂・倒木の流入）

対応状況
損傷した堤頂部の復旧及び貯水池内の土砂及び倒木の撤
去工事を完了

今後の見通し
令和４年４月に試験湛水を終了。被災後の堤体の安全性を
確認後、令和４年度に復旧完了

地区名 直轄災害復旧事業 新鵡川地区

関係市町村 勇払郡 むかわ町

工 期 平成30年度～令和２年度

事業費 約 41億円

被災状況
用水路：L=9.6km

（隣接斜面崩壊による土砂の流入、護岸損傷など）
排水路：L=0.1km（護岸損傷 など）

対応状況 用排水路の復旧を令和２年度に完了

復旧した川西幹線用水路（R2.6.11）試験湛水が終了した瑞穂ダム（R4.4.18）
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【地域支援】 厚真川河道閉塞箇所の復旧支援

○ 平成30年北海道胆振東部地震により、北海道管理区間の厚真川水系では、崩壊土砂により河
道閉塞が多数発生。

緊急支援（H30.9.8）

幌内地区（H30.9.6）

こぶし橋

幌内橋
楢山橋

厚幌ダム

砂防堰堤

河道閉塞：楢山橋上下流

河道閉塞：幌内橋上下流

河道閉塞：こぶし橋下流

日高幌内沢線（町道啓開箇所）

こぶし橋下流（H30.9.6）

緊急支援（H30.9.13）

厚真川

緊急支援（H30.9.10）

主な被害内容と緊急支援（厚真川）

幌内橋上下流（H30.9.6）
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【地域支援】 厚真川河道閉塞箇所の復旧支援

○ 被災直後に、遠隔操縦式バックホウ等の重機を手配・派遣し、流木や土砂の撤去等、昼夜を問
わず復旧作業を実施し、北海道を支援。

幌内橋上下流（H30.9.8）

緊急支援状況（厚真川）

照明車の稼働状況

無人化機械による夜間作業
（H30.9.11）

こぶし橋下流（H30.9.12）

こぶし橋下流（１）

こぶし橋下流（２）

監視カメラ
水位監視

厚真町リエゾン

発災直後の
町道（幌内地区）

自衛隊と共同で
投下型水位計を設置

航空測量

倒木を利用し
緊急道路の造成 タイムラインの作成
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○ 平成30年9月の北海道胆振東部地震時には、 北海道開発局のみならず全国の地方整備局から、総勢の
べ1,887人（開発局745人、全国の整備局1,142人 ）のTEC-FORCE隊員が派遣され、被災した全道の市町村に
対して被災状況調査や激甚災害指定等を支援した。
○ 全国から災害対策用機械（無人バックホウ、照明車等）が管内に集結し、道路啓開や河道閉塞掘削などの
地域支援活動（道内から46台、全国の地方整備局から26台、合わせて72台による支援体制）を行った。
○ 北海道開発局から、総勢 のべ812人をリエゾン隊員として派遣し、各市町村等と積極的な連絡調整を図り、
迅速な応急復旧等の支援を行った。

【地域支援】 TEC－FORCE・リエゾン派遣状況

室蘭開建管内におけるTEC-FORCE・リエゾン活動

給水支援給水支援

平成３０年９月１３日
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【河川】 鵡川水系鵡川 堤防の緊急復旧工事の概要

○ 平成30年北海道胆振東部地震により、室蘭開発建設部管内における国管理の鵡川・沙流川で
は、堤防亀裂などの被災があり、軽微なものを含め約70 箇所で被災が確認された。

○ 堤防に重大な損傷を受けた箇所は、被災直後に緊急復旧工事を実施。

左岸0k900

鵡川

堤防の被災状況（亀裂）【９月６日】

主な被害内容と緊急対応（鵡川）

鵡川水系鵡川 勇払郡むかわ町汐見地先において、堤防縦・横断亀裂などが、
大小含め多数の堤防に被災が生じ、堤体本体に大きな変状がみられる箇所につい
ては、次の出水に備え、緊急的な復旧工事を平成30年9月7日に着手。

堤防の被災状況（亀裂）【９月６日】
被災直後

緊急復旧工事状況【９月１０日】
夜を徹して緊急工事を実施

堤防の緊急復旧工事を必要とした箇所図

緊急復旧工事完了【９月１３日】

延長約400mにわたり被災。

亀裂箇所には、応急盛土を行い、その後、
シート張り工及び護岸敷設を行った。

応急盛土 約5,000m3 、大型連節ブロック 約6,000m2
を敷設。

発災翌日9月7日から13日の７日間、約83百万円（災
害対策車両含む）で緊急復旧を完了。
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○ 緊急復旧工事も含め、堤防被災箇所について災害復旧事業費を要求。
○ 鵡川で7箇所（L=830m）、沙流川で1箇所（L=175m）の災害復旧が採択され、本格的な出水期を迎

える令和元年７月末までに、再度災害防止対策（災害復旧工事）を完了。

【河川】 鵡川及び沙流川 河川災害復旧工事の概要

＜沙流川＞

国が管理する鵡川・沙流川において、
計８箇所（約430百万円）の災害復旧工事を実施。

堤防亀裂箇所を詳細に調査し、切り返し土工（盛土）
により堤防を復旧 （約20,000m3の土量）。
令和元年７月末をもって、すべての堤防復旧工事が完了。

① ② ③

④

⑤
⑥

⑦

上流部
＜鵡川＞

⑧

復旧工事の断面イメージ
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【河川】 鵡川及び沙流川 河川災害復旧状況

本復旧の進捗状況（鵡川）

➊着手前打合せ

凡例 着手前 施工中 完了済み

❷除雪

令和元年7月末時点

❸シート撤去 ❹切り返し工 ❻盛り土箇所整形❺切り返し箇所盛土 ❼植生

❺切り返し箇所盛り土

❹切り返し工

被災した築堤のクラック調査。 クラック調査に基づき
丁張りを設置し切り返し工を実施

主な工事の流れ

❷ 除雪➊ 着手前打合せ

被災メカニズム・切り返し範囲
冬期掘削等の事前確認

準備工（除雪）の実施

❸ シート撤去

準備工（シート撤去）の実施

❻盛り土箇所整形 ❼植生
完 成

○ 国が管理する鵡川・沙流川において、計８箇所（約430百万円）の災害復旧工事を実施。

堤防亀裂箇所を詳細に調査し、切り返し土工（盛土）により堤防を復旧 （約20,000m3の土量）。
令和元年７月末をもって、すべての堤防復旧工事が完了。

切り返し工完了後、
順次、盛土施工を開始

盛土完了後、
順次、整形を実施

整形完了後、植生を実施。
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【河川】 沙流川水系 二風谷ダムの災害復旧状況

○平成30年北海道胆振東部地震により、二風谷ダム貯水池周辺の斜面崩壊による管理用道路の
被災が確認された。

○被災箇所は、貯水池周辺の維持管理のための管理用道路であり、巡視等に使用されることから、
災害復旧工事（約270百万円）を実施し、令和2年11月に復旧した。

被災状況

管理用道路

平面図

標準断面図

復旧後

二風谷ダム

被災箇所

被災箇所

施工状況
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地震発生直後から、日高自動車道（沼ノ端西IC～
日高厚賀IC）を全面通行止めとし点検を実施した結果、
路面変状による段差等を確認。

迅速に復旧計画を立て、昼夜にわたり応急復旧工事
を実施し、地震発生から3日後の平成30年9月9日8時
には、すべての区間で通行止めを解除。

【道路】 震災直後の応急対応（事例）

鵡川ＩＣ合流部の路面段差

鵡川ＩＣランプの路面段差

被災時

被災時

応急復旧後

応急復旧後

応急復旧作業

応急復旧作業

路面に約30㎝の段差

路面に約50㎝の段差
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・日高自動車道
路面変状による段差等は、特に苫東中央IC～日高富川IC区間で多く確認されたが、
昼夜にわたる応急復旧工事の結果、早期に通行止めを解除。

その後、舗装の打ち替えや防護柵の補修などの本復旧工事を行い、平成30年度末まで
に復旧を完了。

【道路】 災害復旧事業の状況

完成後

完成後

本復旧作業

本復旧作業被災時

被災時

路面に約30㎝の段差

約2㎝のひび割れ

鵡川ＩＣ合流部の路面段差

苫東中央ＩＣ付近の路面段差
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【港湾】 災害復旧事業の状況（苫小牧港被災施設位置図）

西港区

東港区

西港区

中央南ふ頭
１号岸壁
（R1.10完成）

中央南ふ頭
２号岸壁
（R1.10完成） 中央ふ頭２号岸壁

船だまり-3ｍ物揚場

船溜-4ｍ物揚場

船だまり船揚場

船だまり
荷さばき地

東港区

船だまり
３ｍ物揚場
荷さばき地
（R2.3完成）

船だまり
４ｍ物揚場
（R2.7完成）

中央ふ頭
２号岸壁
（R1.9完成）

船だまり
船揚場
（R1.5完成）
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【港湾】 災害復旧事業の状況（苫小牧港）

港区 施設名 主な復旧工事概要 復旧期間

西港区

中央南ふ頭
１号岸壁

コンクリート舗装取り壊し：1式
コンクリート舗装：2,600㎡

R1.8～R1.10

中央南ふ頭
２号岸壁

コンクリート舗装取り壊し：1式
コンクリート舗装：160㎡

R1.8～R1.10

東港区

中央ふ頭
２号岸壁

コンクリート舗装取り壊し：1式
コンクリート舗装：330㎡

R1.8～R1.9

船だまり船揚場
アスファルト舗装取り壊し：1式
アスファルト舗装：710㎡

H31.4～R1.5

船だまり荷さばき地 整地：230㎡ R2.3

船だまり３ｍ物揚場

舗装工撤去、上部工撤去、鋼矢板撤去等：1式
鋼矢板打設：90ｍ、上部工打設：110ｍ
地盤改良工：1式、コンクリート舗装工：1,100㎡
付属工(防舷材等)：1式、防食工：1式

H31.4～R2.3

船だまり４ｍ物揚場

舗装工撤去、上部工撤去、鋼矢板撤去等：1式
鋼矢板打設：440ｍ、上部工打設：440ｍ
地盤改良工：1式、コンクリート舗装工：5,500㎡
付属工(防舷材等)：1式、防食工：1式

H31.4～R2.7
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【港湾】 災害復旧事業の状況（苫小牧港西港区 被災状況）

西港区 中央南埠頭

中央南ふ頭１号岸壁 エプロンひび割れ中央南ふ頭１号岸壁 エプロンひび割れ

中央南ふ頭２号岸壁 エプロン沈下（段差141ｍｍ)

エプロンの沈下

中央南ふ頭２号岸壁 エプロン沈下 43



【港湾】 災害復旧事業の状況（苫小牧港東港区 被災状況）

船だまり荷さばき地 起伏、地割れ、沈下船だまり船揚場 アスファルト舗装ひび割れ

中央ふ頭２号岸壁 エプロンひび割れ中央ふ頭２号岸壁 エプロンひび割れ
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【港湾】 災害復旧事業の状況（苫小牧港東港区 被災状況）

船だまり４ｍ物揚場 本体の迫り出し 船だまり４ｍ物揚場 上部コンクリート前出し

船だまり３ｍ物揚場 エプロンひび割れ船だまり３ｍ物揚場 本体の迫り出し
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【港湾】 災害復旧事業の状況

西港区 中央南埠
頭

中央南埠頭１・２号岸壁 既設エプロン舗装撤去状況 中央南埠頭１・２号岸壁 コンクリート舗装施工状況

船だまり３ｍ物揚場 矢板引抜き状況

使用できなくなっ
た矢板を引抜く

船だまり３ｍ物揚場 控えコンクリート打設状況 46



【港湾】 災害復旧事業の状況（苫小牧港東港区 令和2年7月10日時点）
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【港湾】 災害復旧事業の状況（苫小牧港東港区 令和2年7月10日時点）
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ｔｗｉｔｔｅｒ
室蘭開発建設部

（公式）

毎日情報発信中！

ＱＲコードで簡単フォロー

室建が担当する公共事業に関する情報、工事
の実施状況、みなさまと一緒に取り組む地域
づくり活動に関する情報などを毎日発信して
います。

工事に伴う道路の通行規制や迂回路に関する情
報、胆振・日高地方の災害に関する情報など、
みなさまの生活に関係する情報も随時発信しま
す。

@milt_hkd_mr
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